
大街道 街なか空間活用実験

公共空間の新しい活用方法

近年、公共空間を活用してまちの課題を解決する取組が、全国のあちこちで展開されています。

道路や公園が、カフェやマルシェ、マーケットに。

公民の連携によって、新たな価値が生み出されています。

公共空間を使って、まちの課題を解決できないか？

訪れたくなる環境をつくるには、何が必要か？

居心地のいい空間をつくれば、賑わいは生まれるのか？

発想とデザインで、公共空間のあり方を変えられないか？

公共空間の新しい可能性を模索する実証実験を行いました。

空間デザイン９つのポイント

イスとテーブルを並べるだけでは、まちに賑わいは生まれません。

誰もが利用したくなるような魅力的な空間デザインのために、ルールを設けました。

展 開

松山大街道商店街振興組合（以下「組合」）が要項を策定

・要項に「質の基準」を明記するとともに、専門家（UDCM）が助言する仕組みを構築

・組合を設置者（道路使用・占用許可申請、植栽購入費の補助）、
店舗を管理者（備品の設置・撤去、清掃）として役割を分担

大街道商店街内の果物専門店が管理者となり、平成28年11月から座り場を常設化
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